












１．各財務書類の概要 

（１）貸借対照表 

  地方公共団体がどのような資産を保有しているのか（資産保有状況）と、その資産はどのような財

源により形成されているのか（財源調達状況）を対照表示したものです。資産から将来返済しなけれ

ばならない負債を差し引いた残高が純資産となります。 
 
（２）⾏政コスト計算書 

  資産形成に結びつかない⾏政サービスに要した経費とそのサービスの直接的な対価として得られ

た収益を表したものです。その差額として地方公共団体の会計年度中の⾏政サービスについて税収等

で賄うべきコスト（純⾏政コスト）が明らかにされます。 
 
（３）純資産変動計算書 

  貸借対照表の「純資産」が１年でどのような要因で、どれだけ増減したかを明らかにするものです。

この増減は⾏政コスト計算書で算出された純⾏政コストを減少要因として、税収等や国県等補助⾦と

いった財源を増加要因として算出されます。 
 
（４）資⾦収⽀計算書 

  現⾦等の資⾦の出⼊りを性質の異なる３つの活動「業務活動」「投資活動」「財務活動」に区分して

表したものです。 

 

２．財務書類４表構成の相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資産 負債
経常費用 前年度末残高 業務活動収支

うち
現金
預金

経常収益 純行政コスト 投資活動収支

臨時損失 財源 財務活動収支

臨時利益
固定資産等
の変動

前年度末残高

純資産 純行政コスト 本年度末残高
本年度末現金
預金残高

①　貸借対照表の資産のうち「現金預金」の金額は、資金収支計算書の本年度末資金残高に本年度末歳計外

　　現金残高を加えた金額と対応します。

②　貸借対照表の「純資産合計」の金額は純資産変動計算書の本年度末純資産残高に対応します。

③　行政コスト計算書の「純行政コスト」の金額は、純資産変動計算書に記載されます。
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